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①  

NO.77 2022.9.4 

 

NPO法人障害者の職場参加をすすめる会 2022年度定期総会・記念シンポを開催しました！ 

 

６
月
２
６
日
（
日
）、
２
０
２
２
年
度
定
期
総
会

と
、
記
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ム
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開
催
し
ま
し
た
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世
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・
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ネ
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デ
ィ
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カ
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ョ
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行
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ま
し
た
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                   ６月２６日(日)１３時より NPO法人障害者の職場参加をすすめる会 

の定期総会を、越谷市中央市民会館５階の第４、５，６会議室で開催 

しました。総合司会を野島久美子さんが務め、まず山﨑代表理事が挨拶 

を行い、ついで越谷市長福田晃さんからいただいたメッセージ代読が 

行われました。 

正会員６８名のうち本人出席３２名、委任状９名で総会として成立 

していることが報告されました。 

 議長に門間愛さんが選出され、原和久さんの補佐の下に議事が行わ 

れました。 

 まず 2021年度事業報告については、議案が事前に正会員全員に郵送されていることもあり、会の本部事業や

就労移行・就労継続 B 多機能事業所「世一緒」に関わっている障害当事者たちから、一言ずつ日常活動を報告

して、提案を補足しました。 

当法人の事業は、2022 年度も 2021 年度と同様に、東越谷の職場参加ビューロー世一緒を足場とする本部事

業とせんげん台の就労移行・就労継続 B 型多機能事業所「世一緒」及び指定特定相談支援事業所「世一緒」に

おいて実施されます。 

 最後に、次の 6名の方々（尾谷英一、山﨑泰子、原和久、松田和子、日吉孝子、松尾晃史）が今期の理事候補

として、また次の２名の方々（伊藤紀康、平岩和好）が監事候補として推薦され、満場一致で選出されました。

以上で総会の議事をすべて終了し閉会しました。総会後、休憩をはさんで記念シンポジウムを開催しました。 

  

             

                                       

             

 

 

 

２０２２年度定期総会を行いました 

2022年度会費、寄付、協力費、かきくけ P費ご納入ありがとうございました 

(五十音順、敬称略) 

【２０２２年度会費】 

青木繁明 朝日雅也、石田貴美子、伊藤紀康、岩崎廣司、内野かず子、大坂富雄、大田ちひろ、大武昭、沖山稚

子、尾谷英一、及木聡、黄川田仁志、木下恭子、越野操、佐藤恵美子、島根淑江、鈴木照和、関一幸、竹迫和子、

田島玄太郎、巽孝子、巽優子、谷崎恵子、津崎悦子、辻浩司、友𡌛由紀恵、中山佐和子、並木理、野村康晴、橋

本克己、長谷川顕、幡本洋子、原和久、原田真弓、樋上秀、日吉孝子、前田直哉、松田和子、松田典子、松山美

幸、水谷淳子、谷塚祥子、山川百合子、山下浩志、山﨑かおる、山﨑茂、山﨑泰子、山崎有子、吉田久美子、吉

原広子  

 

【寄 付】 

大坂冨男、小野達雄、門坂美恵、小井戸恵子、斎藤信子、伝田ひろみ、高橋儀平、富沢一枝、長谷川顕、水谷

淳子、野村康晴、山﨑泰子 

 

【運営協力費】 

原田真弓，幡本洋子、田島玄太郎 

 

【かきくけプロジェクト】 

野村康晴 

    ②  



２０２２年９月４日発行 毎月 12回（2と 4と 6と 8の日）通巻５２４１号 

                                1994年 8月 24日第三種郵便物承認 

 

 

特別報告：門坂美恵さん 

（狭山のペンギン村代表、どの子

も地域の公立高校へ埼玉連絡会、

障害児を普通学校へ全国連絡会運

営委員） 

 

トラブル解決の経験が会社でも役

立っている 
 いま隣に座っている息子・豊はいわゆる小児自閉症

という診断を受け、かなり多動というか、手を放した

らどこに行くか分からないような子だった。当時、障

害者市民ネットワークが県と交渉していて「就学に際

して本人・保護者の意思を尊重する」と約束してもら

った時、息子は４歳。当時息子は特殊保育園に通って

いたが、市と話をして途中で退園して普通の幼稚園へ、

そして通常学級に進学した。 

 小学校、中学校、高校では正直色々あった。トラブ

ルも。でも子どもたちは、何かトラブルがあった時に

ちゃんとどうしようかと皆で考える。今だと障害があ

って通常学級にいると支援員がついたり、特別学級に

行きましょうと言われたりする。そういう誘いは断っ

た。大人の目や手が入ると「問題の子を外せばいい」

という話になるが、子どもたちはそうは考えない。自

分たちでなんとかしようと考える。 

息子がパニックになって相手に怪我をさせてしま

ったことがあったが、オウム返しばかりしていた息子

が相手にやり返すのは初めてだったので、親としては

成長を感じて嬉しかった。そんな話をしながらいろい

ろ報告とか聞いているうちに、先生も相談相手になっ

てくれた。 

 そうやって子どもたちの中でトラブルを解決して

きた経験が、今の会社でもすごく役立っている。息子

はミスをしたり怒られたりして時々深刻な顔で帰っ

て来るが、立ち直りが早くて次の日には元気に会社に

行っている。「昨日はごめんなさい」と言ってからまた

仕事を始める。ちゃんとトラブルを解決する、謝れば

いい、人間関係が壊れてなくなってしまうということ 

 

 

は無いと、小学校から高校まででの体験から身につい

て、役に立っているんだと思う。 

パネルディスカッション 

朝日雅也さん：(埼玉県立大学教員) 

 門坂さん、豊さん含めて登壇している皆さんに、特

別報告の感想やテーマに基づいてご自分のお話をお

願いします。 

 

門坂美恵さん：豊は今仕事は楽しい？ 

 

門坂豊さん：楽しいです。はつかり麺株式会社、神 

戸物産です。 

 

門坂美恵さん：新人さんにちょっかいを出されたりす 

るらしく、家で愚痴を言うこともあります。そこで嫌 

だと逃げ出さない息子の強さを感じながら聞いたり 

している。 

 

門坂豊さん： 会社に勤めて 17年になります。会社 

の人に「頼むよ、期待しているよ。」といわれるのが一 

番うれしいです。トラブルもあるかもしれませんが一 

生懸命頑張ります。 

 
親が教えてくれた地域での生き方 

坂口佳代子さん（地域活動支援セ

ンターめだか工房施設長） 

 「親は順番で先に逝くのでお前

が親無しで生きていけるようにし

なくてはいけない」というのが、

私の母の常々の言葉だった。自分

でできることは自分でやる、後のことは自分以外の 
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いろいろな人に助けてもらいながらやってきた。子ど

もたちの力も大きい。2 年半ほど前から母たちが立ち

上げためだか工房の施設長に。母が私に教えてくれた、

自分でできることはやって、困ったら誰かに相談でき

る雰囲気づくりを。今はコロナでイベントなどができ

ず、早く通常の事が出来ればと思う。母がどういう思

いでめだか工房を立ち上げたのか今の職員や通所者

に伝えていきたい。 

  

障害者が一流の仕事人で地域連
帯の担い手にも 

尾谷英一さん(株式会社ニューオタニ社長)  

 うちは、一昨年までは自分の弟

がいたが、今は働いてくれている

4人全員が障害者。靴の底を作っ

てて、今はリーガルさんの靴の底

を作ることが一番多い。 

皆さんうちに来てもらうとび

っくりすると思う。彼らは障害者なのかと。それぐら

いの働き方。 

当時自分の仕事で不良品を出しても言うことがで

きなかったのが 30 年くらい経って言えるようになっ

たり。大したものだと思う。あとは、皆戸締りや電気

とかの確認が皆できるから、自分も安心して任せられ

る。 

 うちはソフトボール、卓球バレー、カヌー、ティー

ボールなどいろいろなスポーツを皆でやってて、地域

のチームに入ったりもしてる。 

地域の体育祭や盆祭りの準備の手伝いをしたり、カ

ヌー体験で地域の商工会青年部、支援学級ボーイスカ

ウト、幼稚園などと交流したり。そういうのが地域の

人たちとのつながりになっている。 

 

 
「うわべだけの理解」 
どう思うか 

朝日雅也さん： 

 ぶつかり合いが理解の基本。だが今の制度は最初か

らぶつかり合いを避けてしまう。学ぶ現場でも働く現

場でも。表面的な障害者理解をどう思いますか？ 

 

門坂美恵さん： 

 息子が義務教育で通常学級に行ったのが大きい。義

務教育では一緒にいなくてはならない状況が確保さ

れてて、そこにいるのが当たりになる。実際そうなる

と、一緒にいるんだからしょうがないと子どもたちも

考えるんだと。支援員が入ると、パニックを起こした

子とかを連れ出す。そうすると支援員はそういう人な

んだと子どもたちが理解してしまう。それが恐ろしい。

支援員の在り方を考えていかなければと思う。 

 

坂口さん： 

私の母は、門坂さんと同じように、普通学級に通わ

せるのが普通だと言っていた。今度は自分が親になっ

て、PTA活動に参加すると無理しないでと言われたり

する。無理していないと、アピールしてかないと自分

という存在をわかってもらえないし、障害があっても

普通の生活ができると知ってほしい。自分をアピール

していくことで初めて理解してもらえると思う。 

 

尾谷さん： 

 スポーツを地域でやってるのは大きいと思う。中学

の同級生と再会したり、お母さん方も含め交流したり。

うちでは障害のある子でも区別はしない。スポーツに

おいては、障害の有無ではなく練習が大事だと。 

 

〇朝日さん： 

地域で暮らして働く中でいろいろな人との出会い

があると思う。いわば応援団のような人に思いがけず

出会って影響が大きかったというのは。 

 

門坂さん： 

狭山でペンギン村という会を立ち上げ、その活動を 
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知ってもらおうと「ゆたかスケッチ」を書き始めた。

そしたら街中で知らない人から声をかけられたりと、

たくさんの出会いが。今は地域の公民館で太極拳を息

子と習いに行っている。 

 

朝日さん： 

 積極的に門坂さんの方から出していくと。隠してい

くという方向とは真逆で。 

 将来どうしても親が先に年をとるが、豊さんにこん

な人とであってほしいとかはあるか？ 

 

門坂さん： 

 なぜ息子を自立させないのかとよく言われる。障害

があるから早く自立させないとと。一人暮らしさせる

となると、知らない人ばかりのところで暮らすことに

なる。そうなるとなんのために普通学級に通わせて、

地域で根を張って知り合いを沢山作ったのかと。そん

な思いで一緒に住んでいる。自立させることは悪いこ

とだとは思わない。ただ、そうでない選択肢もあって

も良いと思う。 

 

朝日さん： 

 障害があると親元を離れる、それを望んでいるとい

うことも多いが、両親を最後まで見守る、という視点

もあるのかなと。 

 

坂口さん： 

 母がずっと普通の子として育ててくれたのが根底

にある。後は親以上にわがまま言っても受け止めてく

れる人がいる。ママ友、同級生、めだか工房の人…身

近な存在すべてが応援団だと思う。今は唯一連絡取り

合うのがめだか工房の人ぐらいで狭い範囲で暮らし

ているので、もっと自分をアピールしていかないとと

思う。 

 

飯島さん： 

 門坂さんの「自立させよう

としないという選択肢もある」

という話を聞き、私の周りに

もいろいろな考えの人がいる

なと。早くからグループホー

ムに入れた親御さんもいる。

齢がいくと離せなくなるとい

うが私自身もそう。娘を出したいと生活ホームの見学

に行ったがやっぱりいいかと。いずれ別れは来るんだ 

 

し、離すと今やっているスポーツにも行かなくなるし、

そんな感じ。 

 

〇朝日さん： 

共にはたらきあうことを実現するためには共に育

ち合うことが大事。必要なのは子どもの頃から学び合

うことだと感じている。 

 

門坂さん： 

知らないということが一番恐ろしい。多くの人に息

子を知ってもらおうと、普通学級へ。息子のためにと

いうよりはこの子たちのためにうちの子が必要だっ

たと。世の中に障害のある人がいるのが普通だと。一

番自然に分かり合っていくには小さい頃から一緒と 

いうのが一番だが、育ち合うことに遅いということは

ない。 

 

坂口さん： 

 めだか工房で働く前にかっぽで働いてた時期が。そ

こで県の職員さんや店番団体の人たちと交流して、障

害のある人とこんなに密に関われるのは新鮮だと感

じた。これからもっと自分を出していきたい。 

 

尾谷さん： 

 地域で暮らすというのが一番の課題かなと。 

 

コメンテーターから：高橋儀平さん(東洋大学名誉教授、

文科省学校施設バリアフ

リー化の調査研究協力者

等) 

 私の専門は建築なので、

日々バリアフリーとかユ

ニバーサルデザインにつ

いて考えたりするが、今日

の話を聞いて、「普通」って

なんだろうと。普通の中でも解釈はいろんな形があっ

て、人それぞれ別の解を持っている。障害がある人の

問題に出会い、地域ぐるみでやっていかないとと感じ

た。でもそれはすごく難しいことだと、改めて感じた。

門坂さんがおっしゃってたように、出会うタイミング

はいつでもいいのかなと。出会った後どういう対話を

していくかが重要だと感じた。 

心配なのは、同じような環境のコミュニティの中だ

けで完結してしまうこと。これからは、関わっていな

い人たちに障害のある人やその家族がいかに知らせ

ていくかを考える必要があると思う。 
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 ●耳鼻科での除草作業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4 月 17 日(月)、小雨の中、谷中耳鼻科駐車場での

除草作業を行いました。職場参加ビューロー・世一緒が 

春～秋の毎月曜午後１時間の作業を請け負い、主に耳鼻

科の近所でひきこもっている方や、障害のある方に仕事

を提供しています。例えば短い時間で集中的に働くな

ど、その人に合った働き方・休み方を探していきます。 

●かっぽフェスタ 開催！ 

 
 5 月 18 日(火)、19 日(水)に、県庁内福祉の店・ 

かっぽの 25 周年フェスタが開催されました。新型 

コロナウイルスの影響で、3 年ぶりの開催でした。 

県庁の「みどりの広場」に県内各地の 20 近くの障 

害者施設や団体が出店し、にぎわいを見せまし 

た。手作りの焼き菓子、パン、手芸品、野菜など 

が販売され、出店団体や来場者の楽しげな声が 

飛び交っていました。 

 

●水辺の市 ウッドデッキ販売

 

  
せんげん台世一緒では、毎月第 1・3・4 

火曜日に、ウッドデッキにて販売講習を行って 

います。写真は 7 月 22 日(火)に行われた「越谷水 

辺の市」の様子。野菜や、手作りの革工芸品な 

どをを売りました。水辺の市では越谷市の団体や 

商店が集まり、野菜や弁当、越谷の名産品、小物 

やお菓子などを販売しています。 
 
● 水上公園での共同作業 

 
6 月 27 日(月)の、しらこばと水上公園での共同作

業の様子。就労 A 型、就労 B 型、就労移行、生活介護

の施設と、最近の福祉業界では出会う機会が少なくな

ってきた様々な人が一緒に働いているのが特徴です。

この日は総勢 25 人で除草、花がら摘みなどを行いま

した。 

  

●Love Shirakobato プロジェクト  

 
 毎週金曜の午後に行っている Love Shirakobato 

プロジェクト。8 月 5 日(金)には、県庁内福祉の店・

アンテナショップかっぽへ。かっぽ内に最近設置され

た自動販売機に絵付けをしたしらこばと笛を置いても

らえるか交渉したところ、一番上の右端に置いてもら

えることに。 
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●6月 8日「地域の公立高校へ 障害生徒たち

の今」／竹迫和子さん 

 

ゲストは竹迫和子さん。(どの子も地域の公立高校へ

埼玉連絡会事務局、障害児を普通学校へ全国連絡会世話

人、元特別支援学校教員）。世一緒の入り口に貼ってあ

った職場参加をすすめる会の総会記念シンポジウムのポ

スターを見ながら、「小中学校で一緒に学ぶことが共に

働く・暮らす出発点となる。でも高校を卒業して共に働

くというのは難しい。連絡会で応援した 70 人余りの人

の中でも 10人足らず。」と、今の教育や就労の現状と

思いを語った。 

 

●6月 15日「障害の奥へ向こうへ」 

／小井戸恵子さん 

 

この日のゲストは小井戸恵子さん。生まれつきの障害

で中 3までは施設で育ったが地域の高校へ入学。その後

市議となり政治参加していたがある議会中事故にあい重

症に。今は、脳性麻痺者に行われた脳手術についての研

究をしている。精神障害者に対して行われたロボトミー

手術と違って、脳性麻痺者に対する脳手術はその実態が

明らかにされておらず、社会問題にもなっていない。自

分の親が、自分が足の手術をするとき少しでも普通の人

に近づけてやりたいという考えだったことを想い起すと

語る。 

 

●6月 29日「和歌山での出会いから」 

／志波美乃里さん 

 

この日のゲストは埼玉県立大学の卒業生。大学卒業

から 7月の入社までの期間に、新たな出会いを求めて和

歌山へ。和歌山での生活を振り返りつつ、そこでの楽し

さや慣れない土地での苦労、出会った人とのエピソード

などを語った。地元の人に「和歌山にまたいつでも帰っ

てきておいで」と言われ、そういう自分にとっての帰る

場所があるというのはありがたいことだと語る。 

 

 

●7月 6日「鍛冶屋が生きてきた越谷」 

／森田貞次さん 

 

 太郎鍛冶屋は森田さんで 5代目。祖父は義母に邪魔

者扱いされ鍛冶屋に小僧として出され、家を継ぐこと

に。色々な苦労を経た後に越谷へ移り鍛冶屋を開いた。

そんな祖父の話をきくと、今の私達はもっと自分に厳し

くしなくちゃと改めて思うという。 

農閑期に鍛冶屋に農機具を修理してもらいに来て、一

日茶飲み話をしてゆく農家の人々の暮らし、彼らを支配

して反抗の気配があれば拳銃で撃ち殺すことすら黙認さ

れた大地主の話。戦後の土地ブームで激変し解体してゆ

く農家の人間模様…。さまざまな角度から歴史と文化の

常識をときほぐす 
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そ
れ
か
ら
の
し
ゃ
か
い
に
た
い
お
う
し

て
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
の
時
間
に
よ
っ

て
そ
の
ま
ま
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と
も
あ

る
。 

  
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

萱
場 

由
梨 

 
と
ま
り
の
介
助
を
が
ん
ば
っ
た
り
体
力

作
り
を
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
は
な
れ
た
け
ど
た
ま
に
漢
字
を
忘
れ

て
い
る
時
が
あ
る
の
で
べ
ん
き
ょ
う
し
た

り
世
一
緒
で
さ
ん
す
う
を
や
っ
た
り
み
ん

な
と
た
の
し
く
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
あ
と
母
さ
ん
の
介
助
も
が
ん
ば
り
ま

す
。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
木 

將
好 

小
林
さ
ん
ち
の
メ
イ
ド
ラ
ゴ
ン
の
影
響

で
、
越
谷
も
聖
地
と
な
り
、
遠
い
と
こ
ろ

か
ら
の
聖
地
巡
禮
者
の
增
加
及
び
観
光
Ｐ

Ｒ
の
熱
加
は
誠
に
越
谷
市
民
と
し
て
は
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。
そ
し
て
越
谷
だ
け
で

は
な
く
岩
槻
も
聖
地
と
な
り
ま
し
た
。
岩

槻
人
形
の
御
店
が
東
武
岩
槻
驛
を
出
た
と

こ
ろ
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。
マ
ル
エ

ツ
の
す
ぐ
隣
で
す
。
そ
の
着
せ
替
え
人
形

は
戀
す
る
の
ア
ニ
メ
放
送
の
影
響
に
よ
る

岩
槻
ブ
ー
ム
の
到
来
に
は
、
正
直
驚
き
ま

し
た
。
岩
槻
は
人
形
の
町
と
し
て
有
名
で

す
。
こ
の
ア
ニ
メ
の
主
人
公
は
岩
槻
人
形

の
造
り
手
を
目
指 

〒344-0023 埼玉県越谷市東越谷 1-1-7 須賀ビル 101 世一緒内（ハローワーク斜向かい） 

048-964-1819（fax共） shokuba@deluxe.ocn.ne.jp  http://www5b.biglobe.ne.jp/~yellow/ 

ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 

 
                    

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

須
藤 

雅
春 

ゆ
っ
く
り
と
し
ご
と
を
や
り
ま
す
。 

わ
た
く
し
は
、
い
つ
も
に
ち
か
い
そ
の

ま
ま
の
時
間
に
た
い
し
て
い
つ
も
の
じ
か

ん
に
た
い
し
て
こ
の
よ
う
な
じ
か
ん
に
た

い
し
て
こ
の
よ
う
な
た
い
お
う
を
す
る
。

じ
か
ん
に
た
い
お
う
す
る
。 

こ
お
う
す
る
い
つ
も
に
た
い
し
て
、
こ

の
よ
う
な
じ
か
ん
に
よ
り
い
つ
も
の
容
志

に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
間
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
食
事
の
な
い
よ
う
の
時
間
に

た
い
し
て
、
こ
れ
か
ら
い
つ
ま
で
も
じ
か

ん
の
仕
事
に
つ
い
て
そ
の
ま
ま
の
じ
か
ん

の
や
り
方
に
よ
っ
て
そ
れ
か
ら
の
そ
の
ま

ま
の
じ
か
ん
の
や
り
方
に
よ
っ
て
そ
れ
か

ら
の
い
つ
も
ど
う
り
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら

の
時
刻
変
こ
う
せ
ん
を
と
お
っ
て
い
つ
も

の
し
ご
と
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
じ
か
ん

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
じ
か
ん
に
よ
っ

て
い
つ
ま
で
も
は
た
ら
き
始
め
る
よ
う
に

す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。 

い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
の
時
間
に
よ
っ

て
そ
の
ま
ま
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ

る
。 

    
 

 
 

 
 
 
 
 
 

伊
原 

尚
子 

私
は
き
ょ
ね
ん
の
１
２
月
ぐ
ら
い
か
ら

た
い
ち
ょ
う
を
く
ず
し
て
仕
事
を
や
す
ん

で
い
ま
し
た
。
８
月
ぐ
ら
い
か
ら
ふ
っ
き
し

ま
し
た
。
今
は
た
い
ち
ょ
う
も
よ
く
な
っ
た

の
で
、
仕
事
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
し
ょ
く

り
ょ
う
し
ん
の
仕
事
青
果
さ
ん
で
品
出
し

を
し
た
り
せ
ん
ど
チ
ェ
ッ
ク
が
い
ち
ば
ん

た
い
へ
ん
で
す
。 

そ
れ
で
も
２
７
年
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
あ
と
１
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
２
月
か
３
月
ぐ
ら
い
か
ら
さ
む
く

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
体
に
た
い
ち
ょ
う

か
ん
り
に
気
を
つ
け
ま
す
。 

世
一
緒
ス
タ
ッ
フ
日
記 

時
間
を
見
な
が
ら 

  
 
 
 
 
 
 
 

山
崎 

有
子 

し
ゅ
う
ろ
う
け
い
ぞ
く
Ａ
型
越
谷
ス
タ

ラ
で
働
い
て
ま
す 

お
も
に
し
せ
つ
が
い

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

し
せ
つ
が
い
で
は
八
潮
の
会
社
に
い
っ

て
い
ま
す 

９
月
に
新
し
く
に
ゅ
う
し
ょ

く
し
た
人
の
め
ん
ど
う
を
み
な
が
ら
仕
事

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
に
私
が
テ

ー
プ
の
は
り
か
た
を
お
し
え
た
ら
サ
ー
ポ

タ
ー
さ
ん
に
ほ
め
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
し

た
。 友

達
と
ウ
イ
イ
レ
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ら

い
は
じ
め
ま
し
た 

今
年
の
１
１
月
２
０

日
越
谷
市
民
文
化
祭
に
出
ま
す
。
水
辺
の

市
で
フ
ラ
ー
を
や
り
ま
す
た
の
し
み
で
す 

１
１
月
２
０
日
越
谷
市
民
文
化
祭
で
踊
る

曲
は
ポ
ッ
プ
曲
ワ
イ
キ
キ
お
ど
り
ま
す
た

の
し
み
に
し
て
い
ま
す 

 

タ
ン
ク
ポ
ッ
プ
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

じ
め
て
カ
イ
ナ
マ
ヒ
ラ
お
ど
っ
て
す
ご
く

良
か
っ
た
で
し
た 

こ
れ
か
ら
も
フ
ラ
ー

に
が
ん
ば
り
ま
す
。 

    

世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
生
き
る
た
め
に
し
て
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ

っ
て
い
る
人
た
ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
実
習
）
や
「
語
る
会
」、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
し
て
い
ま
す
。

元
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
の
近
況
報
告
も
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
ん
げ
ん
台
に
就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援
B
型
多
機
能
事
業
所
「
世
一
緒
」
が
開
所

し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
制
度
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
職
員
が
お
り
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
会
は
定
め
ら
れ
た
支
援
も
ち
ろ

ん
、
自
主
事
業
の
世
一
緒(

越
谷)

と
連
携
し
て
、
多
様
な
就
労
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
支
援
し
地
域
で
共
に
生
き
る
輪
を
拡
げ
て
ゆ
き
ま
す
。 

 

Ｒ
の
熱
化
は
誠
に
越
谷
市
民
と
し
て
は

嬉
し
い
限
り
で
す
。 

そ
し
て
越
谷
だ
け
で
な
く
岩
槻
も
聖

地
と
な
り
ま
し
た
。
岩
槻
人
形
の
御
店

が
東
部
岩
槻
驛
を
出
た
所
の
す
ぐ
近
く

に
あ
り
ま
す
。
マ
ル
エ
ツ
の
す
ぐ
隣
で

す
。
そ
の
着
せ
變
え
人
形
は
戀
を
す
る

の
ア
ニ
メ
放
送
の
影
響
に
よ
る
岩
槻
ブ

ー
ム
の
到
来
に
は
、
正
直
驚
き
ま
し

た
。 岩

槻
は
人
形
の
町
と
し
て
有
名
で

す
。
こ
の
ア
ニ
メ
の
主
人
公
は
岩
槻
人

形
の
造
り
手
を
目
指
す
青
年
で
す
。
そ

こ
に
は
傳
統
二
次
元
的
な
新
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
ヒ
ロ
イ
ン
の
娘(

こ
）
と
の

出
會
い
が
彼
を
新
世
界
へ
と
連
れ
て
行

き
ま
す
。
そ
の
着
せ
變
え
人
形(

ピ
ン

ク
ド
ー
ル)

は
直
に
令
和
の
ギ
ャ
ル
そ

の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

越
谷
に
續
い
て
岩
槻
の
聖
地
化
は
埼

玉
縣
の
縣
の
旗
の
如
く
神
聖
で
あ
る
事

の
証
だ
と
思
い
ま
す
。 

埼
玉
縣
は
意
外
と
ア
ニ
メ
の
聖
地
が

多
い
で
す
。
と
て
も
エ
モ
い
場
所
も
多

い
で
す
。
こ
れ
は
越
谷
市
民
の
誇
り
で

す
。 

    

山
崎 

有
子 

 

し
ゅ
う
ろ
う
け
い
ぞ
く
Ａ
型
越
谷
ス

タ
ラ
で
働
い
て
ま
す
。
お
も
に
し
せ
つ

が
い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
せ
つ
が
い
で
は
八
潮
の
会
社
に
い

っ
て
い
ま
す 

９
月
に
新
し
く
に
ゅ
う

し
ょ
く
し
た
人
の
め
ん
ど
う
を
み
な
が

ら
仕
事
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人

に
私
が
テ
ー
プ
の
は
り
か
た
を
お
し
え

た
ら
サ
ー
ポ
タ
さ
ん
に
ほ
め
ら
れ
て
良

か
っ
た
で
し
た
。 

 

友
達
と
ウ
イ
イ
レ
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
な

ら
い
は
じ
め
ま
し
た 

今
年
の
１
１
月

２
０
日
越
谷
市
民
文
化
祭
に
出
ま
す
。

水
辺
の
市
で
フ
ラ
ー
を
や
り
ま
す
た
の

し
み
で
す 
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仕
事
と
習
い
事
と 

 

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す 

二
〇
二
二
年
九
月
四
日
発
行
（
毎
月
十
二
回 

二
と
四
と
六
と
八
の
日
） 

通
巻
五
二
四
一
号 

一
九
九
四
年
八
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
承
認 

発
行
人 

埼
玉
県
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

〒
３
３
３‐

０
８
５
１ 

川
口
市
芝
新
町
十
五―

九 

ア
ス
テ
ー
ル
藤
野
１
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異
世
界
生
活
俱
楽
部 
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